
目

次

（
�
印
は
、
県
法
規
集
掲
載
事
項
）
ペ
ー
ジ

規

則

�
香
川
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

（
公
安
委
員
会
）

一

告

示

�
都
市
計
画
の
変
更

（
都
市
計
画
課
）

�
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可

（
下
水
道
課
）

�
建
築
基
準
法
の
規
定
に
よ
る
区
域
の
指
定

（
建

築

課
）

二

�
道
路
の
位
置
指
定

（

〃

）

公

告

�
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請

（
県
民
参
画
課
）

�
第
三
十
八
期
香
川
県
地
方
労
働
委
員
会
委
員
候
補
者
の
推
薦
要
領

（
労
働
政
策
課
）

�
地
籍
調
査
の
成
果
の
認
証

（
農

政

課
）

五

�
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
完
了

（
土
地
改
良
課
）

�
落
札
者
等
の
公
示

（
技
術
企
画
課
）

公
安
委
員
会
規
則

�
古
物
営
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

�
香
川
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す

る
規
則

一
〇

警
察
本
部
告
示

�
香
川
県
警
察
文
書
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

一
一

監
査
委
員
公
表

�
監
査
結
果
に
基
づ
く
措
置
の
公
表

一
二

香
川
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。平

成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

香
川
県
規
則
第
八
十
五
号

香
川
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
施
行
期
日
を
定
め
る
規
則

香
川
県
警
察
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
平
成
十
五
年
香
川
県
条
例
第
四
十
一
号
）

の
施
行
期
日
は
、
平
成
十
五
年
九
月
一
日
と
す
る
。

●
香
川
県
告
示
第
四
百
八
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八

条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
香
川
中
央
都
市
計
画
道
路
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

都
市
計
画
の
変
更
に
係
る
土
地
の
区
域

三
・
二
・
二
〇
一

中
津
土
器
線

縦
覧
に
供
す
る
図
面
表
示
の
と
お
り

二

縦
覧
場
所

香
川
県
土
木
部
都
市
計
画
課

●
香
川
県
告
示
第
四
百
八
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
八
年
香
川

県
告
示
第
九
百
二
十
六
号
に
係
る
都
市
計
画
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

第６８号

平 成１５年

８月２９日（金曜日）

規

則

告

示

○

○

毎
週
火
・
金
曜
日
発
行
（
当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
繰
下
発
行
）

香

川

県

報

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

（
第
九
〇
六
〇
号
）

一



香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

施
行
者
の
名
称

土
庄
町

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

土
庄
都
市
計
画
下
水
道

渕
崎
都
市
下
水
路

三

事
業
施
行
期
間

平
成
八
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

１

収
用
の
部
分

変
更
な
し

２

使
用
の
部
分

変
更
な
し

●
香
川
県
告
示
第
四
百
八
十
九
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
区
域
を
次
の

と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

指
定
区
域

二

指
定
年
月
日

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

●
香
川
県
告
示
第
四
百
九
十
号

建
築
基
準
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
一
号
）
第
四
十
二
条
第
一
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
り
、
道

路
の
位
置
を
次
の
よ
う
に
指
定
し
た
。

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

指

定

番

号

小
総
土
指
道

第
一
号

二

指
定
年
月
日

平
成
十
五
年
八
月
十
三
日

三

指
定
道
路
の
位
置

小
豆
郡
土
庄
町
上
庄
字
海
戸
一
三
三
五

四

指
定
道
路
の
幅
員
と
そ
の
延
長

幅
員

四
・
一
〇
メ
ー
ト
ル

延
長

四
五
・
三
二
メ
ー
ト
ル

関
係
の
図
面
は
、
香
川
県
土
木
部
建
築
課
及
び
香
川
県
小
豆
総
合
事
務
所
に
お
い
て
閲
覧
に
供
す
る
。

●
香
川
県
公
告
第
五
百
十
八
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
（
平
成
十
年
法
律
第
七
号
）
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

な
お
、
関
係
書
類
は
、
香
川
県
政
策
部
県
民
参
画
課
に
備
え
置
き
、
平
成
十
五
年
十
月
二
十
日
ま
で
縦

覧
に
供
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
十
五
年
八
月
二
十
日

二

申
請
に
係
る
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
名
称
、
代
表
者
の
氏
名
及
び
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

特
定
非
営
利
活
動
法
人
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
支
援
セ
ン
タ
ー
香
川

尾
崎

妙
子

高
松
市
新
北
町
二
七
番
二
〇
―
五
〇
三

三

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
マ
ン
シ
ョ
ン
に
係
る
組
合
、
団
体
、
市
民
な
ど
広
く
一
般
に
対
し
て
マ
ン
シ
ョ
ン
の
管

理
の
適
正
化
を
推
進
す
る
た
め
の
事
業
を
行
い
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
良
好
な
マ
ン
シ
ョ
ン
生
活

の
形
成
を
通
し
て
、
快
適
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
図
り
、
も
っ
て
広
く
市
民
の
生
活
環
境
の
安
定
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

●
香
川
県
公
告
第
五
百
十
九
号

第
三
十
八
期
香
川
県
地
方
労
働
委
員
会
委
員
を
任
命
す
る
た
め
、
労
働
組
合
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律

第
百
七
十
四
号
）
第
十
九
条
の
十
二
第
三
項
及
び
労
働
組
合
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
四
年
政
令
第
二
百
三

十
一
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
要
領
に
よ
り
使
用
者
委
員
及
び
労
働
者
委
員
の

候
補
者
の
推
薦
を
求
め
る
。

区

分

指

定

区

域

東
か
が
わ
市

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
八
条
第
一
項
第
一
号
に
規
定

す
る
用
途
地
域
と
し
て
平
成
十
五
年
三
月
十
七
日
に
指
定
さ
れ
た
区
域

公

告

香

川

県

報

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

（
第
九
〇
六
〇
号
）

二



平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

第
三
十
八
期
香
川
県
地
方
労
働
委
員
会
委
員
候
補
者
の
推
薦
要
領

一

推
薦
を
す
る
団
体
の
資
格

１

使
用
者
委
員
候
補
者
の
推
薦
を
す
る
資
格
の
あ
る
使
用
者
団
体
は
、
香
川
県
の
区
域
内
の
み
に
組

織
を
有
し
、
か
つ
、
労
働
問
題
を
取
り
扱
う
こ
と
を
主
な
目
的
と
し
、
又
は
業
務
の
主
要
な
部
分
と

す
る
使
用
者
団
体
と
す
る
。

２

労
働
者
委
員
候
補
者
の
推
薦
を
す
る
資
格
の
あ
る
労
働
組
合
は
、
香
川
県
の
区
域
内
の
み
に
組
織

を
有
し
、
か
つ
、
労
働
組
合
法
第
二
条
及
び
第
五
条
第
二
項
の
規
定
に
適
合
す
る
労
働
組
合
で
あ
る

旨
の
香
川
県
地
方
労
働
委
員
会
の
証
明
を
受
け
た
労
働
組
合
と
す
る
。

二

推
薦
を
さ
れ
る
者
の
欠
格
事
由

こ
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
、
又
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

ま
で
の
者
は
、
委
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

三

推
薦
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
候
補
者
の
数

制
限
な
し

四

推
薦
受
付
期
間

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日
か
ら
同
年
十
月
八
日
ま
で

五

推
薦
書
類
の
提
出
場
所

香
川
県
商
工
労
働
部
労
働
政
策
課

六

推
薦
書
及
び
添
付
書
類

様
式
一
及
び
様
式
二
に
よ
る
書
類
に
、
使
用
者
団
体
が
推
薦
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
団
体
の
定

款
、
寄
附
行
為
又
は
団
体
規
約
等
を
、
労
働
組
合
が
推
薦
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
そ
の
組
合
が
労
働
組

合
法
の
規
定
に
適
合
す
る
旨
の
香
川
県
地
方
労
働
委
員
会
の
決
定
書
の
写
し
又
は
証
明
書
を
添
付
す
る

こ
と
。

香

川

県

報

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

（
第
九
〇
六
〇
号
）

三



（様式１）

年 月 日

香川県知事 真鍋 武紀 殿

事務所の所在地
使用者団体名
又は労働組合名 印

代 表 者 名 印

香川県地方労働委員会委員候補者推薦書

労働組合法施行令第２１条の規定により、香川県地方労働委員会の
使用者

労働者
を代表する委員の候

補者として、次の者を推薦します。

備 考
（使）所属会社名、事業所名及びその地位
（労）所属労働組合名及びその地位、所属

職場名及びその地位
生年月日（ふりがな）

氏 名

（様式２）

香川県地方労働委員会
使用者

労働者
委員候補者調書

１ 本 籍

２ 現 住 所

３ 候補者氏名（ふりがなをつけること。）

４ 生 年 月 日

５ 学 歴（最終学校名及び卒業年月日を記入すること。）

６ 職 歴（年月日順に記入すること。）

７ 労働関係経歴（上記に同じ。）

香

川

県

報

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

（
第
九
〇
六
〇
号
）

四



●
香
川
県
公
告
第
五
百
二
十
号

香
川
郡
塩
江
町
の
行
っ
た
地
籍
調
査
の
成
果
は
、
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
国
土
調
査
の
成
果
と
し
て
認
証
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

調
査
を
行
っ
た
時
期

平
成
十
三
年
度
か
ら
平
成
十
四
年
度
ま
で

二

成
果
の
名
称

１

香
川
郡
塩
江
町
地
籍
図

２

香
川
郡
塩
江
町
地
籍
簿

三

調
査
を
行
っ
た
地
域

大
字
安
原
下
の
一
部

四

認
証
年
月
日

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

●
香
川
県
公
告
第
五
百
二
十
一
号

次
の
県
営
土
地
改
良
事
業
の
工
事
が
完
了
し
た
の
で
、
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十

五
号
）
第
百
十
三
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

●
香
川
県
公
告
第
五
百
二
十
二
号

特
定
調
達
契
約
に
関
す
る
香
川
県
会
計
規
則
の
特
例
に
関
す
る
規
則
（
平
成
七
年
香
川
県
規
則
第
八
十

五
号
）
第
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
落
札
者
等
を
公
告
す
る
。

な
お
、
本
公
告
に
お
け
る
調
達
は
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
（
世
界
貿
易
機
関
）
に
基
づ
く
政
府
調
達
に
関
す
る
協
定

（
平
成
七
年
条
約
第
二
十
三
号
）
の
適
用
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
。

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

香
川
県
知
事

真

鍋

武

紀

一

調
達
件
名
及
び
数
量

土
木
設
計
積
算
シ
ス
テ
ム
用
機
器

一
式

二

調
達
方
法

借
入
れ

三

契
約
方
式

一
般
競
争
入
札

四

落
札
決
定
日

平
成
十
五
年
七
月
二
十
五
日

五

落
札
者
の
氏
名
及
び
住
所

日
本
電
子
計
算
機
株
式
会
社

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
四
番

一
号

六

落
札
金
額

月
額
一
、
〇
一
八
、
五
〇
〇
円

七

入
札
公
告
日

平
成
十
五
年
六
月
十
三
日

八

落
札
方
式

最
低
価
格

九

担
当
課

郵
便
番
号
七
六
〇
―
八
五
七
〇

高
松
市
番
町
四
丁
目
一
番
一
〇
号

香
川
県
土
木
部
技

術
企
画
課
総
務
・
技
術
企
画
グ
ル
ー
プ

電
話
番
号
〇
八
七
―
八
三
二
―
三
五
一
一

古
物
営
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長

神

原

博

香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
八
号

古
物
営
業
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

古
物
営
業
法
施
行
細
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

「
第
三
章

古
物
商
及
び

目
次
中
「
第
三
章

古
物
商
等
の
遵
守
事
項
等
（
第
五
条
―
第
七
条
）
」
を

第
三
章
の
二

古
物
競

古
物
市
場
主
の
遵
守
事
項
等
（
第
五
条
―
第
七
条
）

に
改
め
る
。

り
あ
っ
せ
ん
業
者
の
遵
守
事
項
等
（
第
七
条
の
二
―
第
七
条
の
四
）
」

第
一
条
中
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
、
」
を
「
施
行
規
則
」
と
い
う
。
）
及
び
」
に
改
め
、
「
及
び

古
物
営
業
適
正
化
事
業
認
定
規
程
（
平
成
七
年
国
家
公
安
委
員
会
告
示
第
八
号
）
」
を
削
る
。

第
二
条
中
「
第
二
項
」
の
下
に
「
、
法
第
十
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
施
行
規
則
第
十
九
条
の
九

第
二
項
並
び
に
施
行
規
則
第
十
九
条
の
十
三
第
一
項
」
を
加
え
、
「
再
交
付
申
請
書
並
び
に
」
を
「
再
交

土

地

改

良

事

業

名

地

区

名

工
事
完
了
年
月
日

県
営
た
め
池
等
整
備
事
業
（
小
規
模
）
た
め
池
等

整
備
工
事
（
都
市
型
）

孫
四
郎
池
地
区

平
成
一
五
、
七
、
一
五

公
安
委
員
会
規
則

香

川

県

報

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

（
第
九
〇
六
〇
号
）

五



付
申
請
書
、
」
に
改
め
、
「
書
換
申
請
書
」
の
下
に
「
並
び
に
施
行
規
則
第
十
九
条
の
四
第
一
項
及
び
施

行
規
則
第
十
九
条
の
十
一
第
一
項
に
規
定
す
る
認
定
申
請
書
」
を
加
え
る
。

第
三
章
の
章
名
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
三
章

古
物
商
及
び
古
物
市
場
主
の
遵
守
事
項
等

第
三
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。

第
三
章
の
二

古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
者
の
遵
守
事
項
等

（
認
定
通
知
書
の
様
式
）

第
七
条
の
二

施
行
規
則
第
十
九
条
の
七
第
一
項
（
施
行
規
則
第
十
九
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
書
面
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
号
の
二
の
認
定
通
知
書
の
と
お
り
と
す
る
。

（
不
認
定
通
知
書
の
様
式
）

第
七
条
の
三

施
行
規
則
第
十
九
条
の
七
第
二
項
（
施
行
規
則
第
十
九
条
の
十
二
に
お
い
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
の
書
面
の
様
式
は
、
別
記
様
式
第
五
号
の
三
の
不
認
定
通
知
書
の
と
お
り
と
す
る
。

（
認
定
の
取
消
し
の
手
続
）

第
七
条
の
四

施
行
規
則
第
十
九
条
の
十
第
一
項
又
は
施
行
規
則
第
十
九
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
認
定
の
取
消
し
は
、
別
記
様
式
第
五
号
の
四
の
認
定
取
消
通
知
書
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

「
香
川
県
警
察
本
部
長

�
警
察
署
長

�
」

別
記
様
式
第
五
号
中「

警
察
署
長

�
」

を

に
改

め
、
同
様
式
の
次
に
次
の
三
様
式
を
加
え
る
。

香

川

県

報

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

（
第
九
〇
六
〇
号
）

六



年 月 日付けで申請のあった古物競りあっせん業の実施方法については、

古物営業法 第２１条の５第１項
第２１条の６第１項 の規定により認定をしたので、古物営業法施行規則 第１９

第１９
条の７第１項
条の１２において準用する同規則第１９条の７第１項 の規定により通知する。

号

日

�

月年

第

香川県公安委員会

認定通知書

備考

１ 不要の文字は、横線で消すこと。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。

殿

営業を示すものとして使用する名称

別記様式第５号の２（第７条の２関係）

住所又は居所

氏名又は名称

認定番号

香

川

県

報

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

（
第
九
〇
六
〇
号
）

七



年 月 日付けで申請のあった古物競りあっせん業の実施方法については、

次の理由により認定をしないので、古物営業法施行規則 第１９条の７第２項
第１９条の１２において準用する同規

則第１９条の７第２項 の規定により通知する。

号

日

�

月年

第

香川県公安委員会

不認定通知書

備考

１ 不要の文字は、横線で消すこと。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。

殿

営業を示すものとして使用する名称

別記様式第５号の３（第７条の３関係）

住所又は居所

氏名又は名称

不認定の理由

香

川

県

報

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

（
第
九
〇
六
〇
号
）

八



古物営業法施行規則 第１９条の１０第１項
第１９条の１４第１項 の規定により、古物競りあっせん業の実施方法

の認定を取り消したので通知する。

号

日

�

月年

第

香川県公安委員会

認定年月日、認定番号及び営業を示すものとして使用する名称

認定取消通知書

備考

１ 不要の文字は、横線で消すこと。

２ 用紙の大きさは、日本工業規格Ａ列４番とする。

殿

別記様式第５号の４（第７条の４関係）

住所又は居所

氏名又は名称

取消しの理由

香

川

県

報

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

（
第
九
〇
六
〇
号
）

九



「
香
川
県
警
察
本
部
長

�
警
察
署
長

�
」

別
記
様
式
第
六
号
中「

警
察
署
長

�
」

を

に
、

「
第
２２
条
第
３
項

古
物
営
業
法

第
２２
条
第
４
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
３

「
古
物
営
業
法
第
２２
条
第
３
項
の
」

を

の
項

」

に
改
め
、
同
様
式
備
考
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

備
考１

不
要
の
文
字
は
、
横
線
で
消
す
こ
と
。

２
用
紙
の
大
き
さ
は
、
日
本
工
業
規
格
Ａ
列
４
番
と
す
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

香
川
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ

こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

香
川
県
公
安
委
員
会
委
員
長

神

原

博

香
川
県
公
安
委
員
会
規
則
第
十
九
号

香
川
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

香
川
県
公
安
委
員
会
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
専
決
等
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委

員
会
規
則
第
三
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
十
二
の
項
中

「

第
十
条

競
り
売
り
の
届
出
の
受
理

○

第
十
三
条
第
四
項

古
物
営
業
者
に
対
す
る
管
理
者
の
解
任
の
勧
告

○

を
」

「

第
八
条
の
二
第
一
項

自
動
公
衆
送
信
に
よ
る
古
物
商
の
許
可
に
係
る
事
項

の
閲
覧

○

第
八
条
の
二
第
二
項

自
動
公
衆
送
信
に
よ
る
公
衆
の
閲
覧
に
供
し
た
古
物

商
の
許
可
に
係
る
事
項
の
変
更
に
係
る
補
正

○

第
十
条
第
一
項
及
び
第
二

競
り
売
り
の
届
出
の
受
理

○

項第
十
条
の
二
第
一
項

古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
の
営
業
開
始
届
出
書
の
受
理

○

第
十
条
の
二
第
二
項

古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
の
廃
止
届
出
書
又
は
変
更
届

出
書
の
受
理

○

第
十
三
条
第
四
項

古
物
営
業
者
に
対
す
る
管
理
者
の
解
任
の
勧
告

○

第
二
十
一
条
の
五
第
一
項

古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
の
実
施
方
法
の
認
定
及
び
不

認
定

○

第
二
十
一
条
の
六
第
一
項

外
国
古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
の
実
施
方
法
の
認
定
及

び
不
認
定

○

に
」

改
め
、
同
項
１
中

「

第
十
二
条
第
二
項

行
商
従
業
者
証
又
は
標
識
の
様
式
の
承
認
及
び
承
認

の
取
消
し
の
公
示

○

を
」

「

第
十
二
条
第
二
項

行
商
従
業
者
証
又
は
標
識
の
様
式
の
承
認
及
び
承
認

の
取
消
し
の
公
示

○

第
十
九
条
の
七
第
一
項

古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
の
実
施
方
法
の
認
定
の
通
知

及
び
公
示

○

第
十
九
条
の
七
第
二
項

古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
の
実
施
方
法
の
不
認
定
の
通

知

○

第
十
九
条
の
九
第
二
項

古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
の
実
施
方
法
の
変
更
届
出
書

の
受
理

○

第
十
九
条
の
十
第
一
項

認
定
古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
の
実
施
方
法
の
認
定
の

取
消
し

○

第
十
九
条
の
十
第
二
項

認
定
古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
の
実
施
方
法
の
認
定
の

取
消
し
の
公
示

○

第
十
九
条
の
十
二

外
国
古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
の
実
施
方
法
の
認
定
の

通
知
及
び
公
示
（
第
十
九
条
の
七
第
一
項
の
準
用
）

○

に

香

川

県

報

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

（
第
九
〇
六
〇
号
）

一
〇



第
十
九
条
の
十
二

外
国
古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
の
実
施
方
法
の
不
認
定

の
通
知
（
第
十
九
条
の
七
第
二
項
の
準
用
）

○

第
十
九
条
の
十
三
第
一
項

認
定
外
国
古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
の
廃
止
届
出
書
、

変
更
届
出
書
又
は
実
施
方
法
の
変
更
届
出
書
の
受
理

○

第
十
九
条
の
十
四
第
一
項

認
定
外
国
古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
の
実
施
方
法
の
認

定
の
取
消
し

○

第
十
九
条
の
十
四
第
二
項

認
定
外
国
古
物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
の
実
施
方
法
の
認

定
の
取
消
し
の
公
示
（
第
十
九
条
の
十
第
二
項
の
準

用
）

○

」

改
め
、
同
項
３
中

「

第
五
条

管
理
者
解
任
勧
告
書
に
よ
る
通
知

○

を
」

「

第
五
条

管
理
者
解
任
勧
告
書
に
よ
る
通
知

○

第
七
条
の
四

認
定
取
消
通
知
書
に
よ
る
通
知

○

に
」

改
め
、
同
表
第
六
十
三
の
二
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

六
十
三
の
三

特
殊
開
錠

用
具
の
所
持
の
禁
止
等

に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
五
年
法
律
第
六
十
五

号
）

第
十
一
条

錠
取
扱
業
者
の
組
織
す
る
団
体
に
対
す

る
援
助

○

１

特
殊
開
錠
用
具

の
所
持
の
禁
止
等

に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
（
平
成
十

五
年
国
家
公
安
委

員
会
規
則
第
十
二

第
三
条
第
三
項

錠
取
扱
業
者
の
組
織
す
る
団
体
に
対
す

る
援
助
に
基
づ
き
講
じ
た
措
置
に
関
す

る
報
告
又
は
資
料
の
提
出
要
求
（
第
二

条
第
二
項
の
準
用
）

○

号
）

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

●
香
川
県
警
察
本
部
告
示
第
九
号

香
川
県
警
察
文
書
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

香
川
県
警
察
本
部
長

岩

瀬

充

明

香
川
県
警
察
文
書
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

香
川
県
警
察
文
書
公
印
規
程
（
平
成
十
二
年
香
川
県
警
察
本
部
告
示
第
二
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
三
の
項
中

「

第
十
九
条
第
一
項

盗
品
等
の
品
触
れ
の
発
出

品
触
書
（
古
物
営
業
法
施
行
細
則

（
平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員

会
規
則
第
十
一
号
）
別
記
様
式
第

四
号
）

を
」

「

第
十
九
条
第
一
項

古
物
商
又
は
古
物
市
場
主
に
対

す
る
盗
品
等
の
品
触
れ
の
発
出

品
触
書
（
古
物
営
業
法
施
行
細
則

（
平
成
十
二
年
香
川
県
公
安
委
員

会
規
則
第
十
一
号
）
別
記
様
式
第

四
号
）

第
二
十
一
条

古
物
商
に
対
す
る
古
物
の
保
管

の
命
令

古
物
保
管
命
令
書
（
古
物
営
業
法

施
行
細
則
別
記
様
式
第
五
号
）

第
二
十
一
条
の
七

古
物
に
係
る
競
り
の
中
止
の
命

令

競
り
の
中
止
命
令
書
（
古
物
営
業

法
施
行
規
則
（
平
成
七
年
国
家
公

安
委
員
会
規
則
第
十
号
）
別
記
様

に

警
察
本
部
告
示

香

川

県

報

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

（
第
九
〇
六
〇
号
）

一
一



式
第
十
六
号
の
九
）

第
二
十
二
条
第
三
項

古
物
商
、
古
物
市
場
主
又
は
古

物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
者
に
対
す

る
報
告
の
要
求

報
告
要
求
書
（
古
物
営
業
法
施
行

細
則
別
記
様
式
第
六
号
）

第
二
十
二
条
第
四
項

認
定
外
国
古
物
競
り
あ
っ
せ
ん

業
者
に
対
す
る
報
告
の
要
求
（

第
二
十
二
条
第
三
項
の
準
用
）

報
告
要
求
書
（
古
物
営
業
法
施
行

細
則
別
記
様
式
第
六
号
）

」

改
め
る
。

別
表
第
二
の
四
の
項
中

「

第
二
十
二
条
第
三
項

古
物
商
又
は
古
物
市
場
主
に
対

す
る
報
告
の
要
求

報
告
要
求
書
（
古
物
営
業
法
施
行

細
則
別
記
様
式
第
六
号
）

を
」

「

第
二
十
一
条
の
七

古
物
に
係
る
競
り
の
中
止
の
命

令

競
り
の
中
止
命
令
書
（
古
物
営
業

法
施
行
規
則
別
記
様
式
第
十
六
号

の
九
）

第
二
十
二
条
第
三
項

古
物
商
、
古
物
市
場
主
又
は
古

物
競
り
あ
っ
せ
ん
業
者
に
対
す

る
報
告
の
要
求

報
告
要
求
書
（
古
物
営
業
法
施
行

細
則
別
記
様
式
第
六
号
）

第
二
十
二
条
第
四
項

認
定
外
国
古
物
競
り
あ
っ
せ
ん

業
者
に
対
す
る
報
告
の
要
求
（

第
二
十
二
条
第
三
項
の
準
用
）

報
告
要
求
書
（
古
物
営
業
法
施
行

細
則
別
記
様
式
第
六
号
）

に
」

改
め
る
。附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

監
査
委
員
公
表

措
置

の
状

況

平
成
１５
年
２
月
１４
日
に
追
徴
済
み
で

あ
る
。

平
成
１５
年
６
月
分
の
給
与
に
お
い
て

返
納
済
み
で
あ
る
。

（
経
営
支
援
課
）

監
査

結
果
（
対

象
機

関
）

ア
使
用
料
の
収
入
事
務
に
つ
い
て

産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
発
酵
食
品
研

究
所
の
ふ
卵
器
の
利
用
の
許
可
に
係

る
使
用
料
に
つ
い
て
は
、
１
日
当
た

り
４３０
円
と
定
め
ら
れ
て
お
り
（
香

川
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
規
則
別
表

の
三
）、日
単
位
で
算
定
す
べ
き
と
こ

ろ
、
誤
っ
て
２４
時
間
を
１
日
に
換
算

し
て
算
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
徴
収

す
べ
き
使
用
料
の
額
が
不
足
し
て
い

る
も
の
が
見
受
け
ら
れ
た
の
で
、
正

当
額
と
の
差
額
分
を
追
徴
す
る
必
要

が
あ
る
。（
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）

イ
超
過
勤
務
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

（
ア
）
週
休
日
の
振
替
又
は
半
日
勤
務

時
間
の
割
振
り
変
更
を
週
を
越
え

て
行
う
場
合
に
お
い
て
、
勤
務
を

指
導
注
意
事
項

地
方
自
治
法
（
昭
和
２２
年
法
律
第
６７
号
）
第
１９９
条
第
１２
項
の
規
定
に
よ
り
、
監
査
の
結
果
に
基
づ
き

又
は
監
査
の
結
果
を
参
考
と
し
て
措
置
を
講
じ
た
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

平
成
１５
年
８
月
２９
日

香
川
県
監
査
委
員

鎌
田

守
恭

同
名

和
基

延

同
石

川
�

治

同
広

瀬
員

義

１
監
査
対
象
部
局

商
工
労
働
部

２
監
査
対
象
年
度

平
成
１４
年
度

３
措
置
の
状
況

●
香
川
県
監
査
委
員
公
表
第
２８
号

香

川

県

報

平
成
十
五
年
八
月
二
十
九
日

（
第
九
〇
六
〇
号
）
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平
成
１５
年
３
月
分
の
給
与
に
お
い
て

返
納
済
み
で
あ
る
。

（
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
）

平
成
１５
年
３
月
分
の
給
与
に
お
い
て

返
納
及
び
追
給
済
み
で
あ
る
。

要
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
を
含
む

週
に
、
別
の
週
を
越
え
た
週
休
日

の
振
替
に
よ
り
新
た
に
週
休
日
と

さ
れ
た
日
が
含
ま
れ
る
と
き
に
は
、

当
該
週
の
勤
務
時
間
が
４０
時
間
を

超
え
な
い
た
め
、
超
過
勤
務
手
当

は
支
給
さ
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
誤
っ
て
支
給
割
合
１００
分
の

２５
の
超
過
勤
務
手
当
を
支
給
し
て

お
り
、
返
納
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
。

（
経
営
支
援
課
、
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
）

（
イ
）
休
日
に
新
た
に
８
時
間
の
勤
務

を
命
じ
る
場
合
に
お
い
て
、
誤
っ

て
週
休
日
の
振
替
を
行
い
、
支
給

割
合
１００
分
の
２５
の
超
過
勤
務
手

当
を
支
給
し
て
い
る
が
、
休
日
の

代
休
日
を
指
定
し
た
と
き
に
は
、

超
過
勤
務
手
当
は
支
給
さ
れ
な
い

た
め
、
支
給
し
た
超
過
勤
務
手
当

相
当
額
を
返
納
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。ま
た
、
休
日
に
新
た
に
４
時
間

の
勤
務
を
命
じ
る
場
合
に
お
い
て
、

休
日
給
を
支
給
す
べ
き
と
こ
ろ
、

誤
っ
て
半
日
勤
務
時
間
の
割
振
り

変
更
を
行
っ
て
お
り
、
超
過
勤
務

手
当
を
支
給
し
た
と
き
は
、
超
過

平
成
１５
年
６
月
分
の
給
与
に
お
い
て

返
納
済
み
で
あ
る
。

平
成
１５
年
４
月
２５
日
に
追
給
済
み
で

あ
る
。

勤
務
手
当
相
当
額
を
返
納
さ
せ
る

と
と
も
に
、
休
日
給
を
追
給
す
る

必
要
が
あ
る
。（
産
業
技
術
セ
ン

タ
ー
）

（
ウ
）
休
日
の
代
休
日
を
週
を
越
え
て

指
定
し
た
と
き
に
は
、
超
過
勤
務

手
当
は
支
給
さ
れ
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
誤
っ
て
支
給
割
合
１００

分
の
２５
の
超
過
勤
務
手
当
を
支
給

し
て
お
り
、
返
納
さ
せ
る
必
要
が

あ
る
。

ま
た
、
半
日
勤
務
時
間
の
割
振

り
変
更
を
行
い
、
勤
務
を
割
り
振

ら
れ
た
４
時
間
を
超
え
て
勤
務
し

た
場
合
に
は
、
４
時
間
を
超
え
る

時
間
に
つ
い
て
は
、支
給
割
合
１００

分
の
１２５
の
超
過
勤
務
手
当
を
支

給
す
べ
き
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
誤
っ
て
支
給
割
合
１００
分
の

１３５
の
超
過
勤
務
手
当
を
支
給
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
正
当
額
と
の

差
額
分
を
返
納
さ
せ
る
必
要
が
あ

る
。（
観
光
交
流
局
）

ウ
県
外
旅
費
の
支
給
に
つ
い
て

旅
費
計
算
を
す
る
場
合
に
お
け
る

日
当
及
び
宿
泊
料
の
額
は
、
旅
行
者

の
職
務
の
級
に
よ
り
２
段
階
に
区
分

し
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い

香

川
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報

平
成
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五
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八
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九
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〇
六
〇
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古紙配合率70％ 
白色度72％再生紙を使用しています 

る
が
、
県
外
旅
費
の
支
給
に
当
た
り
、

日
当
及
び
宿
泊
料
の
額
の
適
用
区
分

を
誤
っ
た
こ
と
か
ら
、
誤
っ
た
額
の

旅
費
が
支
給
さ
れ
て
お
り
、
正
当
額

と
の
差
額
分
を
追
給
す
る
必
要
が
あ

る
。（
大
阪
事
務
所
）

香川県報は、香川県ホームページにも掲載しています。
http : //www.pref.kagawa.jp/
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